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高齢者の持病に関する情報収集方法および
インターネットとの接点

私の母（68歳）はリウマチの持病を持ち、
10年間になります。
この年齢の「高齢者」は、どのようにして
持病に関する情報収集を行っているの
だろうか。

インターネットとの接点はどうなのだろう
か。



母（68歳）の情報収集方法

社団法人「日本リウマチ友の会」に会員登録

（朝日新聞で知った。スモン患者の友の会など
があることを知っており、リウマチについてもあ
ると思い、新聞記事に注意していた。）

会費：年会費4000円
会誌「流（ながれ）」年6回発行
「日本リウマチ財団ニュース」年4回発行
NPO法人神奈川県難病団体連絡協議会会報
年2回発行



インターネットとの接点

パソコンが自宅にないので使えない

不便に感じたことはない

情報が欲しい時にはリウマチ友の会に電
話相談したり、家族に調べてもらったり、自
分で本「家庭の医学」などで調べる

同年齢の友人や兄弟姉妹ではインター
ネットの話はあまりしない

若い人からはインターネットは便利だという
話を聞くことがある



母へのQ：
インターネットでどんなことがわかると思いますか？

リウマチ友の会会誌にネットアドレスが書い
てある

どんな情報があるのか想像がつかない

ネット情報に惑わされることも怖い

知人が皮膚病でインターネットで調べて秋田
の病院を受診したが良くなっていない。本当
に困ったときに、わらをもつかむ気持ちで
ネットの情報に惑わされることもあるかもし
れない。



ネットが使えれば・・・

娘（私）が新薬使用開始時に、ネットで新薬
情報を調べてFAXした。ネットが使えれば
自分で調べることができた。

通院している病院で医師の交代があった
が、新しい医師の情報を病院ホームペー
ジで観ることができた。

上記のように、私から見れば、隠れたニーズ
は存在している！と思う。



ネットが使えれば・・・

病院医師情報

http://www.luke.or.jp/shinryo/index.html
日本リウマチ友の会

http://www.nrat.or.jp/index.html



「高齢者」もいろいろ？

実家の母（68歳）はインターネットとは無縁
夫の母（64歳）はインターネットを使い、
メールを駆使している

（息子がPCのことを面倒見ている）

環境にも左右される？



情報収集代行という看護サービスの可能性

母へのQ:
知りたい情報をネットで調べてくれるサービス
が病院にあったら利用しますか？

→「それは便利だわね。利用したい。」

有料でも利用したいですか？

→「利用したい。」

看護専門職としての新たな分野になり得る！



患者様用の病院内学習施設
聖路加国際病院「さわやか学習センター」

http://www.luke.or.jp/aboutluke/sawayak
a.html
検索：「患者学習センター」

Google →検索結果約 31件
Ｙａｈｏｏ→検索結果 約604,000件







患者様用の病院内学習施設
検索：「患者図書館」

Google →検索結果約 1,250,000件
Ｙａｈｏｏ→検索結果 約 742,000件

日本病院患者図書館協会

http://www.jhpla.jp/



米国MDACC

The Learning Center



患者会とインターネット

検索：「患者会」

Ｇｏｏｇｌｅ→検索結果 約443,000件
Ｙａｈｏｏ→検索結果 約383,000件







患者会とインターネット

Ｇｏｏｇｌｅ→

Primed 全国患者会一覧（疾患全般、障害
全般）

http://www.primed.co.jp/selfhelp/
患者・家族の会サイト

http://www.medical-tribune.co.jp/kanjya-
kai/kanjya-kai_link.html


